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●商品説明をする鷹尾さん ●店内は色んなお部屋のテーマで家具が配
置されています。

●家具だけでなく、キッチン用品など雑貨
も豊富に取り揃えています。

今回は入社 1 年目、SAKODA ホームファニシン
グス 与次郎店に勤務する鷹尾さんにお話を伺い
ました。

　私は福岡出身で、小さい頃に SAKODA の CM
を見たことがありました。
　就職活動の際も、小さい頃から家具やインテリ
アに興味があったので、その業種の企業の会社説
明会にも足を運びました。その時にお会いした迫
田の社員さんの雰囲気がよく、この会社を受けよ
うと決めました。面接でもさまざまなお話を聞く
ことができ、他の企業の面接と比べて、自分の中
で得るものが多く、迫田への入社を決めました。

　まず入社する前の段階として、内定をいただい
てから入社日までに内定者アルバイトの制度があ
り、入社前から会社について知ることができます。

入社後の最初の店舗も、配属前に希望を聞いてあ
り、ほとんどの場合は希望店舗に行くことができ
ます。

　シフト制で働いており、月によって休日の数が
変動します。お客様が多く来店されることもあり、
基本的に土日に出勤し、平日にお休みを取ること
が多いです。ただ、土日にお休みを取れないわけ
ではなく、希望を出せば取得することができます。

　これまで長い歴史を持つ企業だけに、お客様に
「家具といえば SAKODA」と思い出していただ
ける知名度を持っていて、この知名度は強みの一
つだと思っています。もう一つは、商品について
の知識を持つことが難しいお客様に、最適な家具
を提案できるのも、強みだと考えています。

1 日目

入 社のきっかけを教えてください

配 属が決まるまでの流れは？

「 す べ て は お 客 様 の 満 足 の た め に 」
家 具 は も ち ろ ん 、あ ら ゆ る 生 活 雑 貨 を 取 り 扱 う S A K O D A

「すべてはお客様の満足のために」を企業理念に
掲げ、1944年 8月に個人経営の迫田木機製作所からスタート。
1963 年に現在の株式会社迫田に社名を変更し、福岡・大分・
熊本・鹿児島に 8 店舗を構え、家具のみならず様々な生活雑貨
の販売を行っています。家具だけでなくあらゆる生活雑貨、そ
して独自で商品開発を行い、幅広い客層のニーズに応える商品

を展開。セレクトした商品を選んだお客様の毎日が、今よりもっと良いものになることを願い、
お客様の “暮らし方” を提案できる店舗づくりを目指しています。

事業内容

普 段はどんな働き方をしていますか？

S AKODAの強みはどこだと思いますか？



み なさんへメッセージを！

い ちばん頑張ったこと・学んだことは？

宇田氏

　入社していちばん頑張った仕事は、ゴールデン
ウィークです。4 月に入社してすぐ、新入社員の
研修があり、そこから店舗の配属先が決まりまし
た。店舗に配属されて、まだ仕事を覚えきれてい
ない時期と、お客様が多く来店されるゴールデン
ウィークが重なり、とても忙しかったのを覚えて
います。特に、同期のメンバーと、お客様に試食
のご案内をしたのが印象的でした。試食をご案内
することひとつ取っても、「明日はこうしよう」
というふうに、話し合いながら試行錯誤して、改
善を繰り返していきました。今振り返れば大変で
したが、あの時期があってこその今だと感じます。
　働く中で、先輩など自分より長く店舗を見てき
た経験者から得られる学びはたくさんあると思い
ます。しかしコロナ禍の前と後で、客層が変わっ
てしまったというのもあり、それまでとは変えた
り新しく考えたりしなければならいものもありま
した。今まで通りで良いものはそのままに、変え
なければならないことは改善しながらやっていく、
というのがいちばんの学びだったと思います。

　大学生は、やっぱり自分が選択したことができ
るのが一番の強みだと思うので、自分のやりたい
と思ったことは、とりあえずやってみる、やって
合わなかったら辞めたらいいし、あっていたら
あっていたで、それを好きなだけ時間をかけて極
めたらいいと思います。大学生の皆さんには、大
学生活をしっかり楽しんで、いろんなことに挑戦
してみてほしいです。
　就活のときにも経験したことが役立つと思って
います。就活の中で、自己分析の大切さというの
はすごく感じると思いますし、普段の学校生活で
向き合ってこなかった自分と向き合うのは、大変
だったり苦しかったりするときがあると思います。
しかし、就活の時期だからこそ、自分を見つめ直
せると思います。就活生には、自分としっかり向
き合って、自分が納得できて、悔いがない終わり
方ができるよう頑張ってほしいです。

　学生のうちは、「いろんなことを、とりあえず、
まずは、“やってみる”」ことを大切にしてください。
挑戦しても、いつでもやめることはできるから、
いろんなことに挑戦することが大事です。挑戦を
通して、自分と向き合う時間を作ってください。

〈担当から学生へのコメント〉
弊社原稿をご覧いただき、ありがとうございます。
自身の就職活動の頃と比べると多くのツールや
様々な機会があり、鹿児島県内の素敵な企業を見
つけることができると思います。就活ではたくさ
んの企業の方と話し、研究し、納得いくまで就活
してください。その経験が社会人になった後も生
きてくるはずです。
この期間が自分の将来について一番考えます。周
りを気にせず、自分らしく頑張ってください。

管理本部 人事総務部 部長 西 敬久

学 生のうちにやっておいたほうがいいことは？

担当されていた家具のスペースに
こだわりを感じました。また一つ
ひとつの家具のことを熟知してい
る姿はとてもかっこよかったです。

鹿児島国際大学

家具のお店としてとても歴史のあ
る会社というイメージでしたが、
歴史だけでなく時代にあったかた
ちを追求しながら働く姿がとても
かっこいいと感じました。

鹿児島国際大学
ざちゃん

学生・就活生視点からのアドバイス
もいただけ、就活生の自分としては、
とてもありがたかったです。知ら
ない業界のことでも、丁寧に・わか
りやすく教えていただきました。

鹿児島国際大学
しん

〜 　 取 材 後 の 感 想 　 〜
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